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二地域居住で週末は畑仕事のために山梨市牧丘町に通う。野菜は

できるだけ自給を心掛けてはいるものの、栽培したものは時期が来ると集

中して収穫せざるを得ず、自家消費できる量は限られることから、かなり

は近所におすそ分けしている。通年・平準化しての生産・収穫も困難で

あるため、地元農家の応援と割り切っての外部での購入も多く、自給す

るというより農作業や土に触れるのを楽しんでいるというのが実態である。 

こうしたことから毎週、山梨市の周辺も含めて買い物に出掛けるが、東

京のわが家で消費する野菜だけでなく、すぐそばに住む息子家族や、近

所の高齢化と障がいのため自分たちだけでは買い物をするのが困難な姉

妹二人の分も買ってお届けしている。3家族で消費する1週間分の野菜を購入して東京に持ち帰るという、運

び屋的機能も果たしている。 

山梨での買い物は、ＪＡの直売所とともに、地元のスーパーにも毎週のように足を運ぶ。自分の畑から車で

5分ほどのスーパーＮが一番近いが、野菜のメインとなるＪＡ直売所と方向がずれるため、ＪＡ直売所の先に

あるスーパーＯを使うことが多い。スーパーＯは季節性に乏しく、いつ行っても同じ物が相対的に安い価格で売

られているのが特徴で、ここで扱っていないものは少し足を延ばしてスーパーＩで購入するというのが通常のパタ

ーンであった。実はスーパーＮは以前、時々使ってはいたものの、10年近く前に倒産してしまい、これをドラッグ

ストアが買収し、医薬品半分、食料品半分を販売するスーパーＮとなった。食料品の品ぞろえはいささか中途

半端で、医薬品については当方のニーズがあまりないことから、ほとんど足を運ばなくなっていた。 

ところが、ひと月ほど前、買い物する時間があまりなく、一番近いスーパーＮに出掛けたところ、店舗のレイア

ウトが刷新されていて、食料品売り場も充実し、少なかった客数も増えて随分と活気もあり、以前とは一変し

ていた。どこが変わったのかよく確認してみると、食料品全体として地元商品の取り扱いを増やし、これを手書き

のポップでアピールするとともに、レジ係の女性もドラッグストアに対応した白い制服を着た姿からエプロンを掛け

た普段着の姿に変更するなど、地元との距離そして客との距離を大きく縮めたところにあると見た。 

これを象徴する一番が野菜で、地産地消を前面に打ち出し、まずは生産者に当スーパーを通じて販売する

ことを呼び掛けるポップを大きく張り、「じもとでやさい」をブランド

化し、無農薬・無化学肥料栽培で安全安心を強調するととも

に、品種はもちろん、種子の出どころ、栽培者とともに栽培地ま

で明示している。また、みそや豆腐などの加工品については、原

料とともに加工工程についても分かりやすく解説、さらには各野

菜ごとにお薦めの調理方法も豊富に表示している。 

価格競争や品ぞろえで勝負するスーパーがほとんどの中、地

産地消に徹底的にこだわることで活路を見いだしつつあるスーパ

ーＮに、日本、地域にまだ残る豊富な潜在力を垣間見た。 
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